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書評
石田 浩著『中国農村経済の基礎構造一ー上海近郊
農村の工業化と近代化のあゆみー」
古 澤 賢 治
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中国は， 1978年12月に開かれた中国共産党の第11期3中全会を契機として大きく変化し
た。特に「閉門鎖国」から「対外開放」への方針転換は，中国研究自体にとっても，環境
を飛躍的に改善することになった。それにより，これまで隠されてきた歴史的な文献や統
計資料が公開されるようになり，かなり自由な現地調査もできるようになった。本書は，
そうした恩恵により可能となった研究成果の一つだといえる。
「はしがき」に述べられているように，本書は1989年夏期と1988年夏期の二度にわたる
上海市奉賢県青村郷唐家村での実態調査に基づくものである。この調査は，上海社会科学
院部門経済研究所との共同研究として行われた。
著者はすでに，中国各地の農村で数多くの実態調査をしてきている。その成果は「中国
農村社会経済構造の研究」（晃洋書房， 1986年）や大著「中国農村の歴史と経済ー農村変
革の記録」（関西大学出版部， 1991年）などとして公刊されてきた。
本書の特徴は「中国農村のモノグラフとして一村落の歴史的変化をできるだけ詳細に分
析し，中国農村の実態をリアルに再構成することに力点を饂いた」ことにある。実際，こ
の調査で集められた膨大な資料は，農村社会の具体的な状況変化を詳しく示す貴重なもの
だといえる。
著者は旧来の中国研究のやり方を批判し， 「解放前から現在までの中国現代史を再度と
らえ直す」という課題を提起した。それとの関連からしても，上海という大都市からの影
響を大きく受けてきた近郊農村を研究対象としたのは，中国の社会経済構造における変化
を考える上で有効だったといえよう。
著者はしかし，これまでの研究の結論として， 「伝統村落」が「社会主義的変革過程を
経過してきたにもかかわらず，大きく変容してはいないことを明らかにした」と強調して
いる。こうした認識がアプリオリな前提となることで，せっかくの研究が制約されてしま
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ったきらいがある。
それはともかく，以下ではまず本書の構成を簡単に紹介する。その後に，本書のねらい
と少し離れるのを許していただいて， 評者の興味に基づいて若干のコメントを加えなが
ら，内容の検討をして行くことにしたい。
直
本書は，「はしがき」と「あとがき」を除き以下の14章から構成されている。
第1章唐家村の社会経済概況
第2章解放前の社会経済構造 (1949年以前）
第3章土地改革の実施とその成果 (1949年~1952年）
第4章社会主義的改造と自然村 (1953年~1957年）
第5章大躍進運動の展開と人民公社の成立 (1958年~1960年）
第6章経済調整と人民公社の整頓 (1961年~1965年）
第7章文化大革命と人民公社制度の強化 (1966年~1978年）
第8章三中全会以後の農業政策と農業経営の変化 (1979年以降）
第9章農村の工業化と産業構造の変化
第10章農業生産力の変化と農業機械化の進展
第11章翻諒と細建設
第1~章農村社会生活の変化
第13章 1988年度唐家村経済の分析
第14章唐家村の工業化と近代化のあゆみ
まず第1章は，研究対象となった唐家村の概況を紹介している。次に2章から8章で
は，時期区分によって歴史的な状況変化が具体的に検証されている。さらにまた， 9章か
ら12章では個別のテーマに応じた分析が行われた。そして13章と14章では，全体の総括と
しての問題整理がなされている。
第1章ではまず，唐家村は「交通の便が比較的よい」という地理的な状況を示してい
る。その上で， 1987年の統計に基づいて， 労働力の82.4彩 (945人）が郷鎮企業に就労す
る状態だと述べられている。
ここではしかし，解説抜きで「蘇南モデル」（江蘇省南部の郷鎮企業の発展を指す）の
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集団企業が発展したとする。そのことから郷鎮企業において「個人企業の発展は遅れてい
る」 (2ページ）と指摘された。
ほかにも少し目につくが，中国経済の専門用語をそのまま使って議論することには注意
が必要である。ここで著者が意味したかったのは，この「モデル」は人民公社の付属部分
であった農村工業としての基盤が強く残っており，集団所有制の性格規定が大きく影響し
ていることだと思われる。この点は，後の記述にもあるような，村の幹部による村営企業
への係わり方につながっている。
次に， 農業経営の状況についても注目すべきである。まず， 郷鎮企業の発展に対応し
て， 調査時点では農業への従事者は労働力総数の16.9彩 (194人）に過ぎなかった。 この
ため，エ農業生産額に占める農業生産の割合も16.3彩を占めるだけである。ただ耕地面積
に関して，県政府への報告と実際に計測された数値との大幅な違いから，隠し田（黒田）
の存在が指摘されている (8ページ，注2, 3)。 この点は， 農民のしたたかさを示すも
のとして興味深い。
ここでの説明にはしかし， いささか不親切な所がある。それは， 耕地面積の内訳とし
て，責任田 (1,865畝）と自留地 (133.73畝）があげられていることと関連する (5ペー
ジ）。 8章で述べられているように， この村では82年から農業生産責任制が実施され， 口
糧田（自家消費用食橿を保証する耕地）が分配された (105ページ）。この部分は上の記述
では， どちらの範疇に入れられているのかが，明らかにされていない。あるいは「大包干
（土地経営の全面請負制）」の実施で， そうした区別はどうでもよくなったのかもしれな
い。
ともあれ第13表を見ると， 87年から88年にかけて，一部地城の耕地で責任田から集団経
営への移動があった。こうした変化は，農業従事者の激減に対応したものと考えられる。
しかし，その割りに経営形態の移行が少ないのは，責任田の部分に農民にとって万一の安
全保障とされる口糧田も含まれているからだと考えられる。
概況の説明として，もう一つ特に取り上げられたのは，唐家村がそれぞれ集合村をなす
16の自然村で構成されているということである。それらの自然村は，農村社会の基層部分
をなしており，かつての人民公社時代には生産隊として組織され，現在では「村民小組」
となっている。
著者は「自然村」には，それらの村の名前と同じ姓が多いことに言及し，地縁・血縁に
基づく同族村としての結び付きの強さを指摘する。これは，著者が自然村について「常に
社会主義改造の社会経済単位として大きな役割を果たし，現在に至っている」という見解
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の裏付けに力を入れてきた点を示すものである。
直
先に述べたように，著者は「はしがき」で「解放前から現在までの中国現代史を再度と
らえ直す」 という課題を提起した。それを唐家村の状況変化で具体的に示そうとしたの
が， 2章から 8章までの内容である。そこでは，農村における基層組織編成の推移を軸
に，土地改革，農業集団化，「大躍進」運動，「文化大革命」さらに「三中全会以後」とい
った政治的激動期の状況変化が述べられている。
中国の農村社会は「土地改革」と「農業集団化」で，とりわけ大きな変化がもたらされ
てきた。もとより， 同じように農村だったとはいえ， 「解放」以前の社会経済的な状況は
全国一律ではなかった。
調査対象の唐家村では不在地主は少なく，その所有地は全耕地の約5%を占めたに過ぎ
なかった (25ページ）。そしてまた， この村では地主に対する所有地の没収と批判は行わ
れたが，直接的な暴力を加えられた者はいなかった。とはいえ全県では，批判された地主
の内で「死刑に処せられたのは30人，有期徒刑に処せられたのは129人であった」とされ，
激動の状況を示している (43ペー ジ）。
著者も指摘しているように，郷村幹部は上からの階級規定を基準として，中農か貧農か
ら選ばれ，地主や富農が排除された。これにより，教育水準のより低い層が権力を握った
ことになり，その後の政治的な混乱を倍加させることにもなった。こうした事態は，著者
が不変性を強調する「自然村」の中身の変化を意味するものにほかならない。
「農業集団化」についていえば，この地域は比較的商品経済が発達していたことから，
農民間の協力関係はさほど強力なものではなかった。水利灌漑などは農民が共同でやるよ
り，金を払って委託する方が多かったとされている。このため農業集団化への必然性やそ
の基礎は弱く「上から半強制的に実施しなければならなかった」 (30ページ）ことが指摘
されている。
中国の農業集団化は，農業生産力の発展もさることながら，食糧調達をスムースに進め
るための方策であった。国家への食糧売り渡し義務〔制度としては国家の側から「統一購
入，統一販売（統購統錆）」と呼ばれる〕は， 1953年から施行され， 55年にいくぶん緩和
されたものの，最近まで維持されてきていた。著者は，農民が「互助組」や「初級合作
社」に参加した最大の理由は，そうした食糧供出ノルマを削減してもらうためだったとし
ている (67,71ペー ジ）。
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農業集団化の推進は，農民の利益に基づくものではなく，上からの政治的な引き回しと
なった。そこにはまた，土地改革で権力の座に着いた指導幹部が，上級機関の命令に従わ
なければ仕事から干されるという状況もあった。さらにまた，政治的に規定された出身階
級の区分からの迫害に対する恐怖感も働いていたといえる。
この地域では，初級合作社を作ったのが比較的早かっただけではない。それを統合した
大社が，高級合｛僻土への「過渡形態」として成立したという特徴を持っている。中国の農
業集団化は，一般には互助組から初級合作社さらに高級合作社へと 3段階の発展をした。
寡聞にして定かではないが，大社の設置は全国的にも稀なものだと思われる。
この大社は，内容からすれば高級合作社との違いはほとんど無いとされている。それが
組織されたのは，この地域が上海に近接していることから，集団化がいち早<, より大規
模で進んだ形をとることが求められたためかもしれない。著者は，集団化が急がれたのは
「上級から」の政策，命令だったとの理由を繰り返しあげている。それだけに，上級機関
である県や郷の行政との関連について，もう少し掘り下げて欲しかった。
さて，中国の農業集団化は，高級合作社を組織することでは終わらず，人民公社の建設
につなげられた。人民公社は経済組織であるとともに政治組織でもあり，毛沢東の理想に
基づいた共同体の建設が目指された。
「大躍進」運動の一環として建設された人民公社は， 軍隊組織に倣って編成され， 共
同食堂で「腹一杯食べる」ことにした。そして集団労働の水利建設などは， 「労働蓄積」
と呼ぶ無償の出役として展開された。 さらにまた， 現実性を無視した「裏庭の鉄作り」
や「深耕密植」などの運動が行われたのである。
この「大躍進」は，結果として悲劇的な失敗であり，資源や労働力の浪費に止まらず，
人命を損なう事態を招いた。とはいえ，著者も指摘するように，農民たちはこの時代のこ
とを懐かしんでいる (83ペー ジ）。
中国の農民は，誤った政治方針で引き回されたとはいえ，共産党を強く支持してきた。
「大躍進」運動は，農民の「革命的精神」に基づくエネルギーを噴出させたといえる。残
念ながら，そうした精神的な財産は擦り減らされてしまった。
「大躍進」運動の失敗により，農村における政治的な統制は緩和された。人民公社の規
模は縮小され，採算単位は「生産隊」レベルにまで引き下げられた。それとともに， 自由
市場の復活や自留地の分配も行われ，農民の生産意欲を高めることもできた。
劉少奇が主導した「調整」政策は， 「大躍進」運動の失敗で破綻した状況を立て直すこ
とに成功した。しかし農村では，不正な蓄財や違法行為などの腐敗が生じるようにもなっ
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た。それに乗じて，毛沢東の政治的巻き返しがはかられ，「文化大革命」が始められた。
「文革」で提示された方針は，人民公社制度を再び強化し，革命戦争の時期に作られた
「根拠地」をモデルとした共同体の建設だったといえる。この地域でも，採算単位は「生
産大隊」に引き上げられ， 「三級所有制」から「二級所有制」に変えられた。そして，ほ
とんど名称変更だけに止まったものの，政治思想を旗印とした経済社会組織の再編成が行
われた。
こうした変化は，農民自身が望んだものではなく，自然村を細分化して「耕作隊」が組
織されるといった無理な編成も行われた。このため「文革」の終焉とともに，すぐさま元
の状態に戻ってしまった。
著者もいうように，この時期の水利工事，橋や道路の建設，小型の灌漑設備の設置，農
地整備などは，その後の経済発展の基礎をなしたと評価できる。しかし，大規模な集団投
資による建設は，農民の無償労働に基づき，上からの命令で進められた。それだけに「農
民にとっては必ずしも良き時代ではなかった」 (99ページ）といえる。
こうした農村の状況を転換したのは， 1978年12月に開かれた中国共産党11期3中全会で
あった。第8章で取り上げられた1979年以後の状況は，それまでの30年間の歴史を覆すも
のとなった。
この章は，各節で人民公社制度の解体，生産責任制の導入，農業経営自体の変化につい
て述べられている。ただこの章でも，集められた資料が多分に生の形で出されたことで，
著者のねらいが明確にならなかったきらいがある。
ここで一つだけ疑問としておきたいのは，生産責任制のやり方についてである。著者は
一方では， 1983年から「大包干制」が始められたとしながら，他方で「統一経営，包干分
配」の実施をあげている (105ペー ジ）。
農業生産責任制の導入に際しては，個別農家の全面的な請け負いに反対する声が強かっ
た。とりわけ先進地域では，農業機械化の進展などで集団経営にはそれなりのメリットが
あったはずである。しかし後の叙述を見ると，それぞれの農家が士地を個別に経営するよ
うになっており，集体経営の名残である農機隊に委託する農家は少ないとされている (107
ペー ジ）。
ここでの「統一経営」が個別農家の全面請負制に転換したのにも，やはり「上からの指
導」が働いたはずである。その詮議はともかく，個別農民に土地が再分配されたのは，必
ずしもプラスであったとはいえない。
先にも触れたように，農村経済において農業生産の重要性が減少した。それにもかかわ
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らず，農民は自分の土地を専業農家に委託したり，集団経営に任すのを望まないのが現状
である。その結果，著者も憂いている農業の衰退が進んできた。「農業経営の変化」を取
り上げる以上，この点に関する掘り下げた議論が必要だったと思う。
IV 
個別テーマをめぐる 9章から12章では，農村工業化，農業生産力の変化，財政状況，社
会生活などの項目について分析されている。
まず農村工業化を扱った9章は，本書で最も大きなボリームを占めている。この章では
まず，農村工業の歴史的な発展が取り上げられた。そして，村営工業と郷営企業に分けら
れ，それぞれの発展過程と経営状態が紹介されている。さらにまた，全体的な産業構造の
変化もまとめられている。
この地域は，上海の近郊にあるため，解放以前から農村商工業が発展してきた。その伝
統は，基本的には今日の農村工業の素地をなすものだといえる。しかしながら，著者が第
1次，第2次の興隆期とする「大躍進」や「文化大革命」の時期には，農村工業は政治運
動の一環として生み出された。この点からすれば，過去の伝統が活かされたとしても，多
分に限定されていたことが分かる。
経済利益を前面に立てた農村工業は，第3次の興隆期とされる11期3中全会以後に発展
した。とはいえ， 農民はそれまで国内外の市場から切り離されていた。それだけに， 農
村工業の発展は， 農村幹部などが外部とどれだけ多くの太いパイプを持っているかとい
ぅ，人的な結び付きに左右されてきたのであった (129ペー ジ）。
この地域が上海の近郊に位置したことは，工業化に有利な条件だったのは確かである。
とはいえ全国的には，郷鎮企業の多分に偶然的なチャンスによる発展が，様々な混乱を引
き起こしてきた。このため郷鎮企業は，国営企業と争ってエネルギーや原材料，資金や市
場を奪ったり，環境汚染の原因となったり，劣悪な商品や偽物を売り，違法行為をする温
床だとして批判されてきた。
本書では郷鎮企業をめぐる深刻な事例は紹介されていない。それは，この地域の工業が
伝統に裏付けられた技術を持ち，上海との適切な補完関係を形成することで，しっかりし
た基盤ができたからだといえるかもしれない。いずれにせよ，それは農村幹部の能力の高
さにかかってきていた。ただ，村営工場の赤字問題との関連で指摘されているように，村
の幹部などによる勝手な振る舞いで被害を受けといった状況はこの地域でも深刻だった
ようである (137ペー ジ）。
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産業構造の変化では，急激な工業化が農業の比重を低くしてきたことが，詳細な統計に
基づいて示されている。著者は「このような傾向は近年の大都市近郊農村に見られる一般
的特徴である」 (152ページ）とするが，それを望ましいとするわけではない。著者はこの
問題に関連して，次の10章で農業への投資が「なおざりにされてきた」 (162ページ）こと
を批判している。
とはいえ著者は，農業生産力の増大に関して，農産物の価格操作や土地の基盤整備や農
業近代化（機械化，品種改良，肥料の増投，農薬の普及）への投資で可能になるという議
論で止めている。農業の発展はしかし，生産の増大への論及だけでは十分でない。農産物
の加工，保存，輸送などへの配慮が，ますます重要となってきている。そうした発想は，
農業を救済するための「以工補農」（工業で農業を補う）といった視角から出てくるもの
ではない。
現状では，限られた資金が農業投資よりも収益性の高い工業投資へ流れるのもある程度
はやむを得ない。しかしそれが農業の衰退を招いていることは，将来に禍根を残すものと
なろう。ー農村幹部や農民が農業を軽視するのは， 目先の利益にとらわれているためであ
る。今後はさらに，工業と農業の双方が補完的に発展する「良性循環」の可能性を考える
ことを課題としなくてはならない。
この地域は，経済発展に有利な環境にあり，経済改革も急速に進められてきた。とはい
ぇ， 著者がいうように， この地域が「中国農業の将来を予測できる姿を提示している」
(167ページ）とするならば，暗溜たる思いを抱かざるを得ない。もとより，工業化の進展
が農村の余剰労働力を吸収し，農村経済を豊かにすることを認めないわけではない。問題
にすべきは，農業そのもののあり方についてである。
農村経済は，全体として豊かになってきたのは確かである。それを支えてきたのが，郷
鎮企業の発展だったことも事実である。 11章と12章は，農村財政と社会生活について，
それらの状況変化を明らかにしている。
郷政府の財政は，郷営企業に大きく依存するようになってきた。村財政は，それ以上の
割合で村営企業に依存している。ところが先にも触れたように，村営企業の経営は悪化し
ており，上納金が毎年減っている。それは，掲げられた38表に示されているように，大幅
な財政赤字を導いた。
この赤字が，実際にはどのように処理されているのかは明らかでない。しかし一般的に
は，各地で郷鎮企業の運営とからんで銀行から無理やりに資金を借り入れることが問題に
なっている。この点についても，この地域での状況が知りたいものである。このほか，全
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国的に問題とされてきた，農家に対する各種の名目による「割り当て金」徴収の実態も明
らかにする必要がある。
著者は「村の財政収支はあまり信用のおけるものではなく， ドンブリ勘定に近いもの」
(178ぺ＿ジ）だとしているが，こうした裏の勘定を入れた場合には，さらに複雑な状況が
現れる。もとより，そうした状況が生まれてきたのは，教育や文化水準の低さによるもの
だといえる。この点では，緊縮財政のしわ寄せが，もともと乏しい社会福祉支出や文教予
算などに及んだ (184ページ）のは由々しいことだといわざるを得ない。
V 
最後に， 本書の締めくくりをなす 13章と 14章について少し見ておきたい。 13章では，
1988年度における唐家村の経済状態が，とりわけ就労構造と財務状況に焦点を当て，詳し
い統計数値で明らかにされている。そして14章では，総合的な問題整理をなすことで，本
書の結論がまとめられている。
13章で特に注目しておきたいのは，村営企業の財務状況についてである。そこでの勘定
では， 末払金152.26億元と借入金167億元などを合わせて361.64億元の負債がある。それ
に対して， 末収金の額は 209.38億元だったとされている。 これは先に述べた「ドンブリ
勘定」の一端をなすものにほかならない。この負債は，必死に返済せねばならないもので
はなく，村営企業にとっては一種の「資産」だと考えられている。
こうした考え方によれば，著者が村営企業について「経営的には決して有望ではなく赤
字である」 (212ページ）とする見方には留保する必要がある。問題となるのは，財務指標
で示される状況ではなく，今後の発展可能性である。著者は，この点を14章で「本村にお
ける内発的発展の契機がすでに限界に達している」 (220ページ）と結論づけているが，そ
の根拠をさらに明らかにすべきだったといえよう。
結論部分でもう一つ述べておきたいのは，著者がモチーフとしている農村社会の不変性
についてである。確かに「自然村」は，解体されずにそのままで政治的に利用されてきた
といえる。しかし本書に見られるのは， 「生活共同体」の強さや「したたかさ」というよ
りも，上からの「政治的指導」に引き回されてきた農村社会の姿である。この点は，ある
いは評者の見方が悪いのかもしれない。
本書は，出版を急いだためか，資料がいささか未消化となっており，誤植やミスプリン
トも気になる。とはいえ，農村社会の基盤をなす村の単位での，これだけ詳しい研究は初
めての試みだったといえよう。それだけに，この研究の意義を高く評価するものである。
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今後予定されている，調査結果の新たな取りまとめ作業にも大いに期待したい。
（晃洋書房， 1993年2月刊， A5判， X +229ペー ジ， 2,900円）
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